
✓ 新星爆発で降着円盤は完全には破壊されずに残存し、新星風との相互作用により、 
  

 円盤表面が外側に流れ拡大するという理論的説明 (Hachisu & Kato 2003)と合致 
  

✓ 新星風が ~2000-3000 km/s の速度で吹いているのにつられ、円盤の薄い表面層だけが 
 

 ~1000 km/s の速度で外側に向かって流れる (Hachisu +24 in press) 
  

  平坦期中の狭輝線成分には円盤表面層の寄与も含まれている可能性 
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減光途中に光度が一時的に一定となる「平坦期」(左図) が観測される系が存在する。 
 

U Sco 1999年爆発の光度曲線のモデル計算(Hachisu+00)から、平坦期は降着円盤に 
 

由来し、新星風により静穏期に比べ円盤半径が拡大していることが示唆された。 

伴星 

主星 

降着円盤 
©NAOJ 

平坦期 

O
pt

ic
al

 M
ag

ni
tu

de

Days 

U Sco 2022年爆発 

Orbital Phase

食幅 

Angstrom

N
or

m
al

iz
ed

 F
lu

x Hα (λ6563) He II (λ4686) 

➀ 食解析 

➁ スペクトル解析 

D
op

pl
er

 V
el

oc
it

y 
[k

m
/s

]
円

盤
半

径
※

  

Tidal truncation 半径 

L1点まで拡大 

連星概略図 
   

(連星間距離で規格化, 主星を原点) 
※Roche volume 半径 Rvol で規格化  

Days

平坦期 

 Rvol  

nova wind 

Hachisu et al. 2024 

新星爆発によって降着円盤が消滅あるいは残存するのかについては様々な議論がある。我々は2022年に爆発した反復新星 U Sco 
  

の食解析・スペクトル解析を行い、新星風による降着円盤の構造変化を調べた。結果、降着円盤は新星風によって平坦期中に 
  

 L1 点近くまで拡大した直後、急激に tidal truncation 半径まで縮小し、定常状態に戻る様子が観測的に初めて確認された。
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 新星爆発 
  

  主星：白色矮星＋ 伴星：低温星 の近接連星系では、伴星から主星表面へとガスが降着し、 
  

  降着層がある一定の質量を超えることで、「熱核反応の暴走」を引き起こし爆発する。 
   

  これを「新星爆発」といい、可視光では突発的な増光を示した後、徐々に減光する。 

伴星 

我々は U Sco 2022年爆発について 
   

 ➀ 食幅から円盤の半径変化(測光) 
  

 ➁ 輝線幅から系の速度変化(分光) 
  

を推定し、この事象を観測的に検証した。 

  

爆発間隔：約 10 年 
 ➤ 同天体での再検証が可能 
  

     軌道傾斜角：約 80°  
  

  ➤ 食が観測 (軌道周期 ~1.23 日) 

 解析結果 
 

 

➀ 食解析 
  

✓ 平坦期中の光源 ~ 1.2 Rvol 
  

✓ 平坦期直後は 
  

  tidal truncation半径 
  

  (定常状態の円盤半径最大値) 
  

 まで急激に縮小 
  

  降着円盤の構造変化を 
 

   定量的に初めて観測できた 

Angstrom

➁ スペクトル進化 
  

✓ Hα の FWHM が Day 6~8 にかけて急激に減少 
  

✓ HeII の狭輝線成分が Day ~7 で表れ始める 
  

  円盤の食より早く出現 
  

   両狭輝線成分は円盤拡大に作用する新星風を見ている 
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